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Gli1
+
細胞は H 型血管と結合し、H 型血管形成に必要である 

 
間葉系幹細胞（MSC）は血管周囲のニッチに存在し、組織/臓器の恒常性を調節する。ただし、

MSC と血管の局在と機能がリンクしているか、およびどのようにリンクするかはほとんどわかって

いない。Gli1 陽性幹細胞は血管周囲に存在し、骨成長や骨修復時には骨芽細胞に分化し、骨形

成に寄与することが過去に報告されている。本論文は、MSC の亜集団である Gli1 陽性幹細胞が、

H 型血管と呼ばれる特殊な血管と結合して骨形成を調節することを示唆している。H 型血管は、

CD31hiEmcnhiの内皮細胞からなる血管であり、骨形成に寄与する特殊な血管のサブタイプであ

る。本研究において Gli1 陽性幹細胞は、骨の成長、および骨損傷の治癒中に、H 型血管と結合

して存在することが確認された。重要なことに、この時に Gli1陽性幹細胞を除去すると、骨形成が

阻害され、H 型血管形成も阻害されていた。また、H 型血管の新生は、Gli および HIF-1α のシグ

ナルにより調節されることが明らかとなった。これらの結果をまとめると、H 型血管周囲に存在して

いる Gli1 陽性幹細胞は Gli および HIF-1α シグナルにより H 型血管を形成し、骨形成に寄与す

ることを示している。 


